
- 1 - 

 

 

ロ
シ
ア
は
２
月
２１
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
一
部
地
域
を
一
方
的
に
「
独
立

国
家
」
と
承
認
し
て
「
友
好
協
力
・
相
互
援
助
協
定
」
を
締
結
し
、
「
集
団
的

自
衛
権
」
の
名
の
も
と
に
、
そ
の
「
共
和
国
」
か
ら
の
要
請
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
内
の
ロ
シ
ア
人
を
守
る
た
め
な
ど
と
し
て
２４
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
的

な
軍
事
攻
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
武
力
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
政
権
を
倒
し
、
親
ロ
シ
ア
政
権

を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
加
盟
国
の
主
権
、
独
立
、
領
土
保
全
の
尊
重
、
軍
事
力
に
よ
る
威

嚇
を
禁
じ
た
国
連
憲
章
に
反
し
、
１
９
９
１
年
に
ロ
シ
ア
自
身
も
参
加
し
、
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
共
和
国
の
消
滅
を
決
議
し
た
会
議
に
お
い
て
採
択
し
た
、
か
つ
て

の
ソ
連
圏
諸
国
の
国
際
法
上
の
権
利
、
領
土
の
不
可
侵
、
民
族
自
決
の
三
原
則

を
掲
げ
た
「
ア
ル
マ
ア
タ
宣
言
」
を
も
蹂
躙
し
て
、
独
立
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主

権
、
自
決
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。 

私
た
ち
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
は
、
こ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
、
か
つ
て
の

ソ
連
圏
の
諸
国
を
未
だ
に
自
ら
の
「
勢
力
圏
」
と
す
る
大
国
主
義
・
覇
権
主
義

に
基
づ
く
、
独
立
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
行
為
、
そ
し
て
全
世
界
の
平
和
秩

序
を
脅
か
す
行
為
に
断
固
と
し
て
抗
議
し
、
直
ち
に
軍
事
攻
撃
を
中
止
し
、
撤

退
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ロ
シ
ア
が
核
保
有
大
国
で
あ
る
こ
と
を
誇
示

し
て
「
攻
撃
さ
れ
れ
ば
核
兵
器
で
応
え
る
」
な
ど
と
発
言
し
、
核
抑
止
力
部
隊

を
特
別
警
戒
態
勢
に
置
く
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
「
威
嚇
」

で
あ
り
、
つ
い
に
国
際
的
ル
ー
ル
と
し
て
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
よ
っ

て
違
法
行
為
と
な
り
、
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
確
実
に
歩
み
だ
し
て
い
る
全

世
界
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

同
時
に
今
の
事
態
は
、
核
兵
器
と
い
う
も
の
が
、
人
間
が
持
っ
て
は
な
ら
な

い
絶
対
悪
だ
と
い
う
こ
と
と
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い

う
こ
と
を
私
た
ち
に
示
し
て
い
ま
す
。 

い
ま
日
本
に
は
、
憲
法
９
条
を
持
つ
、
た
だ
一
つ
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

国
際
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、「
９
条
で
国
は
守
れ
る
の
か
」「
国
連
は
無

力
」
な
ど
と
「
力
の
論
理
」
を
振
り
か
ざ
し
、
非
核
三
原
則
を
見
直
し
て
核
を

共
有
し
よ
う
な
ど
と
安
倍
元
首
相
や
松
井
日
本
維
新
の
会
代
表
ら
が
平
気
で
発

言
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事
、
日
米
同
盟
の
有
事
」
な
ど
と
言
っ
て

「
専
守
防
衛
」
を
投
げ
捨
て
て
先
制
攻
撃
し
、
相
手
国
の
領
域
ま
で
行
っ
て
空

爆
し
、
相
手
国
を
せ
ん
滅
す
る
打
撃
力
と
な
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
打

ち
出
し
、
そ
の
た
め
に
じ
ゃ
ま
と
な
る
憲
法
９
条
を
変
え
て
し
ま
お
う
と
す
る

岸
田
自
公
政
権
・
維
新
な
ど
が
日
本
の
政
治
を
歪
め
て
い
ま
す
。 

彼
ら
歴
史
の
事
実
に
学
ぼ
う
と
せ
ず
、

国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
定
め
た
戦

後
の
国
際
秩
序
を
否
定
す
る
者
た
ち
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
の
国
が
再
び
他
国
を

侵
略
す
る
国
と
さ
れ
る
こ
と
を
断
じ
て

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

二
度
と
再
び
戦
争
は
し
な
い
と
世
界

に
誓
っ
た
日
本
国
憲
法
の
下
、
個
人
の

尊
厳
が
何
よ
り
も
守
ら
れ
る
社
会
を
築

く
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 
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ロシアによるウクライナ侵略に抗議し、 

即時撤退を求める 

 

2022年安保破棄大阪実行委員会 

総会のお知らせ 
  

今
年
は
、(

旧)

日
米
安
保
条
約
発
効
７
０
年

と
な
る
年
で
す
。 

 

夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
、
秋
に
は
沖
縄

県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
重
要
な
一
年
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
作

っ
て
い
く
た
め
に
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員

会
２
０
２
２
年
総
会
を 

次
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。 

記 

 

〇
日
時
：
２
０
２
２
年
４
月
２３
日(

土) 

１２
時
か
ら
１３
時 

 

〇
場
所
：
エ
ル
大
阪
５
０
４
号
室 

以
上  

※
総
会
終
了
後
、
当
会
場
に
て
、
近
畿
安
保
連

続
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
第
６
段
の
視
聴
を
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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今
年
は
、(

旧)

日
米
安
保
条
約
発
効
７０
年
、
沖
縄
返
還
５０
年
の
年
で
す
。 

 

沖
縄
の
施
政
権
が
日
本
へ
返
還
さ
れ
て
５０
年
が
た
つ
と
い
う
の
に
、
い
ま
だ

に
沖
縄
に
は
過
大
な
米
軍
基
地
が
存
在
し
、
そ
の
た
め
県
民
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
続
け
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
米
地
位
協
定
に
よ
っ
て
、
「
米
軍
天
国
」
と
言
わ
れ
る
状
況
が
日

本
全
国
に
も
、
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
８
年
７
月
に
は
全
国
知
事
会
に
お
い
て
、
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
求
め
る
「
提
言
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
い
ま
で
は
、
全
国
２
３
０
の

自
治
体
か
ら
同
様
の
「
意
見
書
」
が
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
日
本
政
府
は
、
抜
本
的
改
定
に
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。 

 

「
日
米
安
保
条
約
が
日
本
の
安
全
と
平
和
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
考

え
て
い
る
人
が
全
国
的
に
は
８
割
近
く
い
ま
す
が
、
日
常
的
に
米
軍
基
地
由
来

の
害
悪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
沖
縄
に
お
い
て
は
、
逆
転
し
ま
す
。 

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、
在
日
米
軍
に
よ
っ
て
拡
大
さ

れ
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
日
米
地

位
協
定
の
存
在
が
壁
と
な
り
、
真
相
究
明
、
感
染
拡
大
阻
止
の
対
策
が
取
ら
れ

な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
、
立
憲
野
党
の
政
策
合
意
に
な
る
な
ど
、
国
民
的
に
も
認
識
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

日
本
に
は
、
平
和
憲
法
が
あ
る
の
に
、
戦
争
法
が
制
定
さ
れ
、
防
衛
力
と
い

う
名
の
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
軍
事
力
を
持
ち
、
安
全
保
障
の
名
の
も

と
に
様
々
な
憲
法
違
反
の
法
律
が
作
ら
れ
て
い
る
の
も
、
日
米
安
保
条
約
を
憲

法
よ
り
上
に
と
ら
え
て
い
る
政
権
が
存
在
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。 

日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
害
悪
に
最
も
さ
ら
さ

れ
て
い
る
沖
縄
の
現
状
を
踏
ま
え
、
日
米
安
保
条
約
と
日
米
地
位
協
定
に
つ
い

て
考
え
る
為
に
、
是
非
、
今
学
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 記 

  

〇
日
時:

２
０
２
２
年
４
月
２３
日(

土)

１４
時
～
１６
時 

 

〇
講
師
：
前
泊
博
盛
さ
ん(

沖
縄
国
際
大
学
教
授) 

 

〇
参
加
費:
無
料 

 

〇
学
習
会
の
方
式
：
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
す
。 

 

※
参
加
希
望
の
方
は
、
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
な
ど
で
、
安
保
破
棄
大
阪

実
行
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
予
約
受
付
後
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
、
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

※
エ
ル
大
阪
５
０
４
号
室
を
、
大
阪
会
場
と
し
て
用
意
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
画
面
を
映
し
て
視
聴
し
ま
す
。
大
阪
会
場
へ
の
参
加
希
望
の
方
は
そ
の
旨
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

以
上 

    

 
 
 

 
 
 
 
3月 

 

16日(水)  大阪安保常任幹事会 10:00～  

23日(水) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

27日(日) 大阪革新懇シンポジウム「府民の願いと大阪の未来」 

  14:00～ 大阪私学会館 4階講堂 オンライン併用 要予約 

 

4月 
13日(水) 近畿安保合同会議 14:00～ オンライン 

20日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～  

22日(金) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

23日(土) 安保破棄大阪実行委員会 2022年総会  

13:00～14:00 エル大阪 504号室 
 近畿安保合同連続学習会第 6弾  

14:00～ オンライン  
講師: 前泊博盛さん（沖縄国際大学教授） 

 

5月 
１日(日) 第 93回大阪メーデー 11:00～ 扇町公園 

３日(火・祝) 輝け憲法！おおさか総がかり集会 

14:00～ 扇町公園 

18日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～  

23日(月) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

諸団体の取り組み、当面の予定など 

 

近畿安保連続学習会第 6弾(オンライン学習会) 

 

～沖縄の現状を踏まえて～ 

 


